
 
 

 

 

大勢の前に立って歌うのはとても緊張しましたが、一年生の音楽選択の人がいてくれたおかげで自信を持って歌うことができま

した。吹奏楽部の演奏で一緒に歌うのは初めての経験で、とても楽しかったです。ピアノだけではなくいろいろな楽器の演奏と一緒

に歌える貴重な経験ができました。きっと、聞いていたほとんどの人は音楽選択者の人の声より吹奏楽部の演奏が強く耳に残ってい

ると思いましたが、前南創立 50 周年記念式典というおおきなイベントで歌うことができたので良かったです。自分たちが 50 期

生ということに誇りを持って生活していきたいです。（１年） 



応援歌を 50 周年記念で歌うと聞いて初めは驚きましたが、授業で一回・二回、練習ができる機会を大切にし、本番で少し緊張し

ましたが、はきはきとわかりやすく歌うことができました。また、吹奏楽との演奏を合わせて歌うことは人生で初めてだったので、

楽しんで歌うことができました。吹奏楽の演奏者たちが、自分たちに合わせてくれている感じがしてとても歌いやすく、貴重な時間

を巡り逢うことができて良い経験ができたと思います。（１年 狩野 貴範） 

本番当日は歌唱の方では参加できず、歌唱としての練習の成果は発揮できなかったけど、歌唱の練習で気をつけていた点を意識

して、吹奏楽で伴奏をすることができたので、練習の成果が違う方向で生きたと思いました。例えば、最初はサビから間奏が始ま

るので力強い印象になるようにマルカート気味の音から少し硬い音にしたり、歌唱が始まったら歌唱が映えるようにピッチに気を

つけながらできる最大限まで音量を下げたりしました。そして、最後の「難攻不落 前橋南高等学校」のところでは、歌と同様に

しっかりとアクセントをかけられたのは歌の練習でずっと気をつけていた部分だったからだと思います。また野球応援や、他の学

校行事で校歌や闘魂を歌唱ありの伴奏をするときは今回気をつけたピッチや音量、音のアーティキュレーションに気をつけ、更に

歌唱が映えるように歌唱が歌いやすいような演奏を心がけていきたいです。最後に、今回歌唱ではなく伴奏で歌詞を思い浮かべな

がらできましたが、歌詞によって感情を載せて演奏できなかったので演奏でも歌唱でもできるようにしたいです。 

（１年 小林 柚伽）   

前橋南高校創立５０周年記念式典《応援歌》の軌跡 

創立５０周年記念レセプションに感じた「マエナン・スピリット」 

 

★校長より★「応援歌を歌いたい」という話を聞いたとき、とても驚きました。生徒手帳に応援歌が掲載されていることは知っ

ていましたが、「誰も知らない」と言われていましたので、歌われることは無いだろうと考えていました。これを野球の応援の場

で歌おうとする動きが生徒から出てきたということは前南にとって、とても大きな出来事だと考えています。野球部応援から発生

し、応援歌復活、50 周年記念式典での披露という一連の流れは生徒が作った、前南の歴史だと考えています。今回、復活した応

援歌が歌い継がれ、また新しい歴史を作り出すことを望みます。(原 拡史） 

文部科学省「ミラメク」note に本校の取組が取り上げら

れました！ 

昨年の 12 月にホームページやクラッシーの配信にて紹介させていただいたものです。SAH の 3 年間

の取組を特集していただきました！改めてご覧ください。             文部科学省ホームページ→


